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第４章  重点的な取り組み 

 

１． 重点的な取り組みの設定 

 

本市の望ましい環境像とその施策の実現に向けて、早急に取り組む必要があり、大きな効果が期

待される次の8つの重点プロジェクトを位置づけます。 

 

 

あきたかた環境未来８策 

①「環境もやい☆安芸高田（仮称）」立ち上げプロジェクト 

②「水すまし隊」結成プロジェクト 

③「全域生態圏」プラン作成プロジェクト 

④ 環境にやさしい農業プロジェクト～身土不二・6 次産業システムづくり～ 

⑤ ものを大切に！リユース文化形成プロジェクト 

⑥ 文化・歴史の保全プロジェクト 

⑦ あきたかた交流イベント企画プロジェクト 

⑧「省エネビジョン」具現化＆創エネ研究プロジェクト 

    

このプロジェクトは、市民を対象としたアンケート調査、団体と事業者ヒアリングの結果などを

もとに実施した「市民検討会」で出された企画シートや他市町の事例を参考として立案したもので

す。 

プロジェクトの実施期間は、平成23(2011)年度を初年度とした5年間となり、取り組みの詳細に

ついては、随時、進捗状況に応じて企画し、具体的な実施計画にまとめあげて持続発展的な取り組

みにつなげていきます。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

プロジェクト毎に、①名称、②ねらいと個別施策の概要、③期待される効果、④取り組み

とスケジュールについて記載し、⑤指標（●定性または○定量）の記述も行います。 

 

  ＊（スケジュール表の   は検討、   は実践開始、   は実践年度を示しています。） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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２． 重点的な取り組みの内容 

 

（１）「環境もやい☆安芸高田（仮称）」立ち上げプロジェクト 

 

ねらい 
あらゆる主体が参画できる「場」として、「環境基本計画」の推進のための活動

の主役となる市民を中心とした「核組織」を立ち上げる。 

個別施策 

(A) 地区別「環境づくりワークショップ」の開催 

(B) 環境づくりリーダー養成講座の開催 

(C) 組織設立の世話人会議の発足 

→組織像づくり 

(D) 組織の設立とキックオフ事業（イベント）の実

施 

期待される 

効 果 

・ 「計画」の実行で協働のまちづくりが進む 

・ 市民意識の向上  

・ コミュニティ単位での環境づくりの活性化 

取り組み（推進項目）とスケジュール 

 

 

 

 

推進項目 H23 H24 H25 H26 H27 

地区別ワークショップの開催      

環境づくりリーダー養成講座の開催      

世話人会議の発足・組織像づくり      

組織の設立とキックオフ事業の実施      

指 標 

● 組織が立ち上がる 

○ ワークショップ実施地区：６町で1ヶ所以上かつ16地区以上 

○ 環境リーダー登録者：60人以上 

その他 「環境もやい☆安芸高田」を地球温暖化対策地域協議会としても位置づける 
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（２）「水すまし隊」結成プロジェクト 

 

ねらい 

それぞれの地域で水環境の保全に取り組むグループを「水すまし隊」と名付け、

これを全市的に結成することで、生活排水の浄化も含め良好な水環境の保全とい

う「源流地帯」の使命を果たす。 

個別施策 

(A) 「水すまし隊」設置要領の作成 

(B) シンボル空間探し 

(C ) 水域を守るクリーン作戦の実施 

（アダプト1指定） 

(D)  生活排水浄化対策の推進 

(E) 「水すまし隊」登録→実践 

期待される 

効 果 
・ 景観と水質の保全で「源流のまち安芸高田」を強く発信できる 

取り組み（推進項目）とスケジュール 

 

 

 

推進項目 H23 H24 H25 H26 H27 

「水すまし隊」設置要領の作成      

シンボル空間探し      

水域クリーン作戦（アダプト指定）      

生活排水浄化対策の推進      

「水すまし隊」登録・実践      

指 標 

○ アダプト指定：６町２ヶ所以上かつ20ヶ所以上 

○ 「水すまし隊」登録10件 

○ 水質判定 

その他 下水道整備・浄化槽対策との整合性に配慮する 

 

 

 

 

 

 

                                                
1 アダプト：養子縁組のこと。団体が里親になり、養子とみなした空間を定期的な清掃などで面倒をみていく活動 
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（３）「全域生態圏」プラン作成プロジェクト 

 

ねらい 

市全域が、人が自然に対して働きかけることによってできあがった豊かな里地

里山生態系であることを「全域生態圏」と呼び、森林や源流をはじめ豊かな生態

的資源を活かし、生物多様性を保全することで、人にも生き物にもやさしい住み

よい「源流ならではのまちづくり」を実現するための基本となるビジョンとプラ

ンを作成する。 

個別施策 

(A) 自然観察会の開催 

(B) 生物調査による 

「あきたかた生き物MAP」づくり 

(C)「全域生態圏」の考え方の共有 

（情報整理・学習） 

(D) プラン作成要員の組織化 

(E) プランの作成 

期待される 

効 果 
・生物・環境と人間の共生→生物多様性を活かす→源流ならではのまちの実現 

取り組み（推進項目）とスケジュール 

 

 

 

 

推進項目 H23 H24 H25 H26 H27 

自然観察会の開催      

「あきたかた生き物MAP」づくり      

「全域生態圏」の考え方の共有      

プラン作成要員の組織化      

プランの作成      

指 標 

○ 自然観察会：６町で1回以上かつ10回以上 

● 希少生物の保護や外来種駆除に係るルールの具現化 

 

その他 関係団体（JA・森林組合など）との意見交換が第一歩 
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（４）環境にやさしい農業プロジェクト 

～身土不二2・６次産業システムづくり～ 

 

ねらい 

 農業は、食料の生産という役割に加え、自然循環機能や安全性の確保などを含

め、環境と調和した産業であり、本市の環境施策を考えるうえで極めて重要なも

のである。 

 「身土不二」の精神を基盤に、食と農をつなぎ、１次・２次・３次産業の融合

を図るシステムをつくりあげていくなかで、環境と経済の好循環を実現させてい

く。 

個別施策 

 

(A) 地産地消の学校給食懇談会の開催 

(B) 安芸高田の食と農を考える会の組織化 

(C) 農業に関わる環境イベントの企画・運営 

(D) ６次産業ネットワークモデル事業の推進 

期待される 

効 果 

・ 農地の保全による自然循環機能の向上と「地産地消」で脱温暖化と心身の健康

増進につながる 

取り組み（推進項目）とスケジュール 

 

 

 

 

 

推進項目 H23 H24 H25 H26 H27 

地産地消の学校給食懇談会の開催      

食と農を考える会の組織化      

農業に関わる環境イベントの企画・運営      

6 次産業ネットワークモデル事業      

指 標 ● 体制が整い、検討や企画が具現化する 

その他 
JA広島北部の「中長期営農振興計画」との連携が必要 

「広島県環境にやさしい農業推進方針」との整合 

 

 

 

 

                                                
2 身土不二：しんどふじ。その土地で採れたものをその土地の食べ方で食べること。 
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（５）ものを大切に！ リユース文化形成プロジェクト 

 

ねらい 

循環型社会の構築のために不可欠な、ごみの発生抑制（リデュース）と再利用

（リユース）を強力に進め、「ごみゼロのまち」を実現する第一歩として、「もの

を大切にする」文化を形成する。 

個別施策 

 

(A) まちぐるみごみ減量PR 

(B) リユース市の開催 

(C) 生ごみ堆肥化の推進 

(D) 常設の資源ごみ置き場の設置 

期待される 

効 果 
・ ごみの減量とものを大切にする意識の醸成 

取り組み（推進項目）とスケジュール 

 

推進項目 H23 H24 H25 H26 H27 

まちぐるみごみ減量PR      

リユース市の開催      

生ごみ堆肥化の推進      

常設の資源ごみ置き場の設置      
 

指 標 ● リユース市の開催 

その他 「一般廃棄物処理基本計画」等との整合性に配慮 
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（６）文化・歴史の保全プロジェクト 

 

ねらい 

 市民の貴重な財産というべき文化財や歴史的遺産を保全することは、広く市民

が環境に配慮したまちづくりに関わるうえでの入り口となるものであり、既存の

施策と連動させながら、環境の切り口で情報の整理や新たなイベント企画を行う。 

個別施策 

 

(A) 既存資料等の収集・整理 

→「環境的文化・歴史資源MAP」作成 

(B) 一地区一品「保全アイテム」の選定 

(C) 「保全」のためのイベントの開催 

 

期待される 

効 果 

・ 地域資源（アメニティ）に関心が高まることで、その保全や活用をとおして環

境配慮の意識が醸成され、実践の輪が広がる 

取り組み（推進項目）とスケジュール 

 

 

 

 

推進項目 H23 H24 H25 H26 H27 

既存資料等の収集・整理→MAP 作成      

一地区一品「保全アイテム」の選定      

「保全」のためのイベントの開催      

      

指 標 ○ イベントの開催：全市的4回、各地区1回以上 

その他 アメニティ：あるべきものが、あるべきところに、あるべきようにある 
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（７）あきたかた交流イベント企画プロジェクト 

 

ねらい 

本市の特性である良好な自然、豊かな歴史と文化などを他市町へ積極的にPRす

る「交流イベント」を企画・開催することで、にぎわいの創出はもとより、本市

への移住促進につながり、さらに人々が定住できる住みよく生産性の高いまちに

していく。 

個別施策 

 

(A) 安芸高田の「いいところ」探し 

(B) 「高田へおいでよ」環境イベント８景の企画 

(C) 案内ボランティアの養成 

(D) 市内外の連携による里山整備の実施 

期待される 

効 果 

・ 本市の「いいところ」を市民が再確認することで、それを資源にした交流イベ

ントの企画・実施をとおして、市内外の人の輪が形成され、環境整備につなが

る 

取り組み（推進項目）とスケジュール 

 

推進項目 H23 H24 H25 H26 H27 

安芸高田の「いいところ」探し      

「高田へおいでよ」環境イベント８景の企画      

案内ボランティアの養成      

市内外の連携による里山整備の実施      

      
 

指 標 
○ イベント８景の企画書の作成 

● ｢いいところ｣探しへの市民の関心の高まりと参加度向上 

その他 観光部門等との連携・整合性に配慮する 
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（８）「省エネビジョン」具現化＆創エネ研究プロジェクト 

 

ねらい 

平成 22(2010)年 2 月に策定した「安芸高田市地域省エネルギービジョン」に記

載されたプロジェクトを具体的に実行していくことと併せて、自然エネルギーな

どの活用（創エネ）を通じて「エネルギー自給」の地域づくりを研究することで

「知恵と工夫でつくる省エネのまち」を実現する。 

個別施策 

 

(A) 生活見直しデーと環境家計簿運動の推進 

(B) エコ・フェアの開催 

(C) 脱温暖化地域協議会の設立と活動 

(D) 創エネ研究会の発足 

 

期待される 

効 果 

・ 「地域省エネビジョン」が具体化されることで、ライフスタイルの見直しが進

み、新エネルギーの導入が促進される 

取り組み（推進項目）とスケジュール 

 

 

 

 

 

推進項目 H23 H24 H25 H26 H27 

生活見直しデー・環境家計簿運動      

エコ・フェアの開催      

脱温暖化地域協議会の設立・活動      

創エネ研究会の発足      

指 標 
○ 脱温暖化の実践活動場面が増える 

● 地域協議会の設立 

その他 
国の「地域温暖化対策に係る中長期ロードマップ」や県の「地域温暖化対策地域推

進計画」などの整合性を考慮しつつ、プロジェクトを推進する 

 

 

 

 


